
 

２０２５年度入学試験「数学」の出題の意図 

高等学校で学んできた数学をどれくらい理解出来ているか，受験生の基本的な知識と理

解度を検査するために，単なる公式の暗記やパターン認識だけでは解答できない問題を出

題した．ただし，奇をてらうような問題は避け，教科書の内容を十分に理解していれば解

答できる標準的問題を出題した．どの問題もいくつかの小問に分けて誘導式にした．多く

の場合，最初の小問は比較的簡単な問いであり，それに続く小問を考える上でのヒントに

なる．したがって，すべての問題に解答できなくても，受験生は実力に応じて部分点を得

ることが可能であり，きめ細やかな学力判定を行うことができる．また，様々な分野から

出題し，受験生の得意分野の違いによって有利・不利が起こらないようにした． 

各問題の出題意図は以下の通りである． 

 

前期文系 

問１． 式の計算と方程式に関する基本的な理解度を見る． 

問２． 式と証明および微分法に関する基本的な理解度を見る． 

問３． 微分法と積分法に関する基本的な理解度を見る． 

問４． 平面図形および場合の数と確率に関する基本的な理解度を見る． 

 

前期理系共通 

問１． 対数の性質と数列に関する理解度を見る． 

問２． 三角関数の積分と部分積分に関する理解度を見る． 

問３． 空間図形に関する理解度を見る． 

 

前期理系：数理科学科 

問１． 図形と方程式および微分法と積分法に関する理解度を見る． 

問２． 複素数に関する理解度を見る． 

問３． 図形の性質と微分法に関する理解度を見る． 

 

後期理系：数理科学科，都市基盤環境学科、システムデザイン学部 

問１． 数列と積分法および極限に関する理解度を見る． 

問２． 空間ベクトルに関する理解度を見る． 

問３． 式と計算および数列と極限に関する総合的な理解度を見る． 

問４． 数列と積分法に関する総合的な理解度を見る． 

 

後期理系：化学科，建築学科 

問１． 後期理系：数理科学科，都市基盤環境学科、システムデザイン学部 問２と同じ問題である． 


